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資  料
三 田市フ ラワー タウンにおけ る戸 建て住宅 庭園の植物 相
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は じ め に

ニュータウンの緑地環境は残存林などの自然系緑地,

街路樹などの人工系緑地, 戸建て住宅の庭などの庭園系

緑地の3 種類に区分される(服部, 1997). この中で庭園

系緑地は, 主にまちの景観形成や居住者にとって身近で

安らぎを与える緑として, 景観性やアメニティ性から評

価されてきた(恒川, 1987 ; 丸田ほか, 1987). しかし,

近年ではそれだけでなく, 生物多偸歐の保全の場や生物

生息空間(ビオトープ), さらにはそれらを結ぶ回廊とし

ての役割も期待されている(服部, 1995,  1997 ; 兵庫県,

1995 ; 荒川・嶋出, 1997).

庭園系緑地に関する研究としては, 戸建て住宅の生垣

を対象とした報告(岩浪・川合, 1986 ; 坂本ほか, 1990;

前田, 1991 ; 石田・中尾, 1997) や, 居住者へのアンケー

ト調査をもとに庭の利用形態とその構成要素に関する報

告(洋本, 1996) などがある. またニュータウン以外の庭

では, 庭の空間構成と植栽特性について論じた報告(姜・

藤井, 1992 ; 崔ほか, 1994) などがある. しかしビオトー

プや緑のネットワークを考える上で大変重要な, どのよ

うな植物がどの程度の量で庭に植栽されているのかといっ

た基本的な問題について, 調査・研究した例はほとんど

みられない.

著者らは, 庭園系緑地の植栽種構成の実態把握を目的

として厂戸建て住宅庭園の植栽種の種名とその個体数の

調査を行った. 本報告はその調査結果をまとめたもので

ありに今後の庭園系緑地研究の基礎資料として活用され

ることを期待したい.

図1. 調査地の位置
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調 査 内 容

調査地の概要

謌査地であるフラワー,タウンは兵庫県三肝市に位置し,

1970 年に都市計画決定, 翌1971 年12月より建設が進めら

れ, 1981 年 より 入居を開始 したニ ュー.タウンである

(図1).

フラワー.タウン全体の面積は339ha であり, 戸建て住

宅, 集合住宅, 学校等の公共用地, 公園・緑地などによ

り構成される. このうち, 今回の調査対象である戸建て

住宅の宅地総面積は82ha である.

調査方法

調査は, 1995 年10月から11月にかげて, フラワータウ

ン内の戸建て住宅全3165 戸のうち無作為に抽出した70戸

の庭を対象とし, 各戸の庭に植栽されている植物の種名

と個体数および植栽位置についで記録した. なお, 季節

性が著しくまた消長の激しい一年生草本, 鉢植えについ

ては対象外とした. また, 石灯篭などの庭内に設置され

ている添景物についても同時にその有無を記録した.

調 査 結 果

調査の結果, 戸建て住宅70 戸の庭で計420 種, 3862 個

体の木本類(273 種)および多年生草本(147種)が確認され

た. なお, 種段階の同定か困難であった個体については

属段階で表示した. したがって, 実際の種数は420 種よ

りも若干多いと考えられる. 各戸ごとの植栽種の櫞名お

よび本数, 植栽種数を表1に示しか. 生垣についてはす

でに石田・中尾(1997) が報告していることと, 街区単位

で樹種が決められ居住者の意志に基づいていないことか

ら, 調査は行ったが表1からは除外している.

植栽本数の最も多い種はサツキの25]∠本で, 次いでナ

ンテン130本, イヌツゲ118 本, サザンカ96本, ヒラドッ

ツジ76本, アジサイ70本, ヒイラギナンテン64本, クル

メツツジ63 本, ハナレズキ63 本の順に多い. これら9種

が全体の本数に占める割合は約25% とおよそ1/4 にのぼっ

た. これら9種のうち, 三田市内に自生している種はナ

ンテン, イヌツゲのわずか2種に過ぎなかった.

また各戸別にみて最もよく植栽されている種はサツキ

(59戸)であり, ナンテン(5肝ゴ), キンモクセイ(4牡几

イヌツゲ(43戸), ヒラドツツジ(42厂i), アジサイ(4耳犬),

ハナミズキ(39戸)がそれに続いて多い. このうちキンモ

クセイとハナミズキについては, 洋木・L 賍木(1998) が

行ったフラワー.タウンの居住]者が好む樹木のアンケート

調査で上位に挙げられた種であり(キンモクセイ:1 位;

ハナミズキ:3 位), 好みの樹木が植栽された結果であろ

う.

今回の70戸の調査から, フラワータウン内の戸建て住

宅全3165戸の庭の植栽総個体数は174572 本と推定された.

石田・中尾(1997) はフラワータウン内の戸建て住宅の生

垣総本数を約115447 本としていることから, 生垣も含め

た庭の植栽総個体数は290019 本と推定される. このこと

から, 庭内植栽総個体数は全体の60% を占めると考えら

れる.

‥一戸当たりの植栽種数は7~108 種(平均植栽種数, 34.

0種)とばらつきがある. 植栽種数が80 種以上と比較的多

い庭(番号;  37, 38,  49, 70) では, シャシャンボ, ヤマ

ザクラ, アカメガシワ, ススキ, サルトリイバラなど野

生種が多い傾向か認められた.

また石灯篭など和風的な添景物が配置された庭につい

てはし 平均植栽種数が44.6 種(15~108 種)であるのに対

し, それ以外の庭は25.6 種(7~58 種)と大きな差が認め

られた.

ま  と  め

調査の結果, フラワータウンの戸建て住宅の庭には少

なくとも420 種以上の植物が植栽され, 調査した70 戸の

庭に植栽されている樹木と多年生草本の個体数は3862 本

に達することが明らかとなった. したがって, フラワー

タウン全体の戸建て住宅3165 戸での推定個体数は生垣も

含めて約30万本になると見積もられる. 総量としてみた

場合, この値はフラワータウンの自然系緑地( 自生樹種:

約170 種,40 万本)や人工系緑地(植栽樹種: 約170 種,55

万本)( 服部, 1995,  1997) と比較しても, 庭園系緑地が

緑の質(種組成)・量(個体数)共に引げを取らないことを

示している.

今後は, これらの結果をもとに, ニュー.タウンにおけ

る望ましい緑地環境を保全・復元・創出するため, 生態

学的な観点から庭園系緑地についてより詳細な考察を行

いたい.
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表1. 植栽植物の一覧表


















